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【はじめに】我々は有機トランジスタにおいて、分子パッキング構造と電荷輸送特性の相関性に

ついて研究を行っている。移動度向上のための配向制御の重要性は広く知られており、我々も、

Polytetrafluoroethylene (PTFE)配向膜を利用した分子配向制御に加え[1]、チエノキノイド・オリゴマ

ーQQT(CN)4薄膜をラビングすることで、分子が Edge-on配列から Face-on配列に変換されると同

時に一方向に配向し、トランジスタ移動度が大きな異方性を示すことを報告してきた[2]。今回、

QQT(CN)4 薄膜をラビングする時の温度を制御することで、二色比の向上が可能であることが分

かったので報告する。 

【実験】QQT(CN)4のスピンコート薄膜を、0.5 kg/cm2、1 mm/sの条件でラビングした。ラビング

時の基板温度を、室温から 100 度の範囲で変化させた複数のサンプルを作製し、それぞれの偏光

吸収スペクトルを測定し、二色比を求めた。 

【結果】図 1に 40度でラビングした場合の、非偏光および偏光吸収スペクトルを示す。この結果

から二色比 4.7 が得られた。室温の場合の 3.7 に比較して 3 割程度増大しており、40 度に加熱す

ることで、配向度が高くなった。また、50度以

上のラビングでは、非偏光の吸光度の減少がよ

り顕著となったが、40度では室温と変わりなく、

良好な分子配向膜が得られた。 
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Fig.1 Depolarized and polarized absorption spectra 
measured in a QQT(CN)4 film rubbed at 40 °C. 
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